
 

発
刊
に
寄
せ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
麗
神
社
宮
司 

高
麗
文
康 

 

社
報
「
若
き
光
」
は
先
代
高
麗
澄
雄
宮
司
が
少
壮
の
頃
発
刊
し
ま
し
た
が
、

継
続
す
る
環
境
が
整
わ
ず
、
数
号
で
発
刊
休
止
に
至
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
三
年
に
父
明
津
か
ら
宮
司
職
を
受
け
継
い
だ
頃
、
澄
雄
は
中
学
校 

教
諭
を
兼
職
し
て
お
り
、
二
足
の
草
鞋
に
は
そ
れ
な
り
の
負
担
も
あ
っ
た
で
し

ょ
う
。
そ
の
後
、
国
の
発
展
と
氏
子
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
の
お
蔭
で
社
頭
繁
栄

に
至
り
ま
し
た
。
社
報
「
若
き
光
」
の
復
刊
は
十
年
以
上
前
か
ら
念
頭
に
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
に
至
り
よ
う
や
く
社
務
所
の
体
制
が
整
っ
て
復
刊
に
こ
ぎ
つ

け
た
次
第
で
す
。
先
代
の
願
い
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
当
社
を
正
し
く 

お
伝
え
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
願
い
を
叶
え
る
べ
く
、
今
後

も
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
興
味
を
お
持
ち
の
所
か
ら
お
読
み
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

処
で
、
昨
年
九
月
二
十
日
の
天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
は
当
社
創
建
以
来
の

慶
事
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天
皇
誕
生
日
の
お
言
葉
の
中
で
、
当
社 

 
 

御
参
拝
に
つ
い
て
「
多
く
の
人
に
迎
え
ら
れ
、
我
が
国
と
東
ア
ジ
ア
と
の
長
い

交
流
の
歴
史
に
思
い
を
致
し
ま
し
た
。
」
と
お
述
べ
に
な
り
ま
し
た
。
陛
下
の

大
御
心
の
内
に
お
留
め
い
た
だ
い
た
こ
と
は
誠
に
名
誉
な
こ
と
で
す
が
、
奉
迎

の
皆
様
の
姿
を
印
象
深
く
お
感
じ
の
ご
様
子
に
、
小
職
は
改
め
て
長
く
当
社
を

支
え
て
き
た
氏
子
崇
敬
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
当
社
の
由
緒
を
大
切
に
、
神
社
の
護
持
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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５月 
 

 

 

６月 
 

８月 

 

 

 

 

10 月 
 

11 月 

12 月 

元旦祭 
初詣 神社駐車場警備 

協力：青壮年部/青壮年部 OB 会 

祈年祭 / 氏子総代会 

桜祭 

高麗郡建郡記念神恩感謝祭 

若光祭 主幹：青壮年部 OB 会 

高麗神社・熊野神社・稲野辺神社 三社合同 

１月  
 

２月 
 

 

４月 

民謡踊り大会 
主催：氏子会婦人部 

 

バーベキュー慰労会 

青壮年部 OB 会 

蕎麦作り会 主催：青壮年部 OB 会 

例祭 

獅子舞奉納 

付け祭 

ひもかわ作り会 主催：青壮年部 OB 会 

新嘗祭 

その他、年により１泊や日帰り

の旅行があります。 

獅子習い（獅子舞の練習） 

若光祭 子ども神輿 

昨年は雨天の為、休憩所で行いました。 

高麗神社氏子会について 
 

氏神神社は、自らが居住する地域の氏神様をお祀りする神社であり、この神社の鎮座する周辺の一定地域に居住

する人々を氏子と言います。高麗神社の氏子区域は、大宮・高岡・新井・栗原南部・栗原北部・楡木・本所野口・

稲荷道・藤川であり、その中から現在約２１０数戸が会に属し、例祭や獅子舞奉納を始め年間に行われる様々な

行事への参加や運営をしながら伝統文化護持の一端を担っています。 

 

高麗神社氏子会 
青壮年部 OB 会・・青壮年部を卒業した男性で構成。 
          若光祭の主幹や蕎麦作り会などの懇親も多数運営。 

 

青壮年部・・・２０歳位～５０歳位までの青年男性で構成。 
       特に例祭の日の夜には、付祭の運営等で活躍。 

婦人部・・・氏子会に属する婦人で構成。夏の「民謡踊り」なども運営
している。 

① 

➁ 



 

➂ 

④ 

家 

系 

圖 
 

野
田
宇
太
郎 

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
千
二
百
餘
年
も
前
か
ら
の 

こ
の
家
系
圖
の
階
段
を
の
ぼ
り
つ
め
る
と 

は
る
か
朝
鮮
奥
地
の
茫
々
た
る
原
野
が
み
え 

大
地
か
ら
押
し
寄
せ
る
唐
の
大
軍 

東
の
海
邊
に
ひ
し
め
く
新
羅 

つ
ひ
に
七
百
年
の
歴
史
を
無
殘
に
碎
か
れ
た 

高
句
麗
の
、
う
ら
ぶ
れ
た
敗
亡
の
民
に
混
つ
て 

と
あ
る
日
の
相
模
の
海
に
漂
ひ
着
い
た 

わ
た
く
し
の
祖
先
若
光
の
憂
ひ
の
顔
が 

今
も
ま
な
か
ひ
に
浮
び
出
し
ま
す
。 

こ
の
錆
び
た
一
振
り
の
高
麗

こ

ま

太
刀

だ

ち 

こ
の
蟲
づ
い
た
大
般
若
經
の
古
い
寫
本 

そ
し
て
傳
來
の
佛
像
や
獅
子
面
が 

亡
命
と
い
ふ
鈍
い
か
な
し
い
音
と
な
っ
て 

は
て
し
な
い
海
原
に
の
こ
し
た
水
脈

み

お

の
や
う
な 

わ
た
く
し
の
心
の
中
に
、
今
も
時
折
鳴
り
響
き
ま
す
。 

そ
れ
で
も
人
氣
な
い
こ
の
武
藏
野
に 

同
じ
思
ひ
の
人
々
が
群
れ
集
つ
た
時 

た
だ
ひ
と
す
ぢ
の
名
も
な
い
靑
い
川
だ
け
は 

天
日
に
希
望
の
や
う
に
光
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
せ
う
、 

夢
う
つ
つ
大
和
ぐ
ら
し
に
慰
め
ら
れ
て 

や
が
て
亡
國
の
恨
み
も
忘
れ
た
の
で
あ
り
ま
せ
う
。 

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
千
二
百
餘
年
も
前
か
ら
の 

こ
の
家
系
圖
の
階
段
を
降
り
て
し
ま
ふ
と 

わ
た
く
し
は
何
時
も
こ
の
高
麗
村
の 

貧
し
い
社
の
前
に
一
人
立
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。 

空
し
い
が
、
然
し
根
強
い 

あ
の
高
麗
川
の
光
り
の
や
う
な
も
の
が
、
わ
た
く
し
に
は
・
・
・
。 

・
・
・
と
、
靑
年
は
口
を
つ
ぐ
み
、 

ひ
ろ
げ
た
家
系
圖
を
巻
き
は
じ
め
る
。 

古
代
の
や
う
な
沈
々
と
し
た
月
明
の
夜
ふ
け 

こ
の
部
屋
だ
け
が
灯
り
を
點
し
て
息
吐
い
て
ゐ
て 

山
上
に
は
累
々
と
し
た
祖
先
の
墓
が
ね
む
つ
て
ゐ
る
。 

境
内
さ
ん
さ
く 

野
田 

宇
太
郎
（
の
だ 
う
た
ろ
う 

一
九
○
九
～
一
九
八
四
） 

 

明
治
四
十
二
年
十
月
、
三
井
郡
立
石
村
大
字
松
崎
（
現 

福
岡
県
小
郡
市
松
崎
）
に
生
ま
れ
る
。 

昭
和
八
年
第
一
詩
集
「
北
の
部
屋
」
を
刊
行
。
昭
和
十
一
年
に
は
、
詩
誌
「
糧
」
を
創
刊
し
、 

盛
ん
な
詩
作
活
動
を
展
開
。「
糧
」
に
は
丸
山
豊
、
安
西
均
な
ど
優
れ
た
詩
人
が
集
っ
た
。 

昭
和
十
七
年
に
出
版
さ
れ
た
「
旅
愁
」
は
、
詩
集
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
ま
た
、
優
れ 

た
出
版
編
集
者
で
も
あ
り
文
芸
誌
「
文
藝
」
の
責
任
編
集
者
と
し
て
活
躍
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《 

野
田
宇
太
郎
文
学
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
略
歴
紹
介
よ
り 

》 

家系圖 詩碑 

高
麗
神
社
に
は
、
多
く
の
文
化
人
が
訪
れ
て
い
る
。
野
田
宇
太
郎

氏
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
神
社
裏
手
に
建
っ
て
い
る
石
碑
に
は 

 

「
家
系
圖
」
と
題
し
た
詩
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
野
田
氏
と
神
社
の
関

係
を
よ
く
知
る
者
は
今
と
な
っ
て
は
、
先
代
宮
司
夫
人
の
敏
江
氏
だ

け
と
な
っ
た
。
そ
の
伝
え
に
よ
る
と
、
先
代
の
高
麗
澄
雄
が
、
國
學

院
大
學
の
同
期
生
で
あ
っ
た
鎌
田
廣
夫
氏
と
再
会
し
た
事
に
始
ま

る
。
当
時
、
鎌
田
氏
は
野
田
氏
の
鞄
持
ち
（
弟
子
）
を
し
て
い
た
。 

高
麗
神
社
の
話
し
を
聞
い
た
野
田
氏
は
、
神
社
を
訪
れ
高
麗
家
住
宅

に
一
泊
し
て
い
る
。
詩
「
家
系
圖
」
は
そ
の
時
の
体
験
談
が
基
と
な

っ
て
お
り
、
昭
和
二
十
七
年
「
文
芸
秋
春
」
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
野
田
氏
は
連
載
の
「
文
学
散
歩
」
で
神
社
を
何
度
も
訪
れ
、

澄
雄
は
「
宇
太
さ
ん
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
親
交
を
深
め
て
い
た
と
い
う
。

高
麗
家
住
宅
が
国
重
文
と
な
り
再
建
さ
れ
た
際
、
そ
の
傍
ら
に 

 

「
家
系
圖
」
の
詩
碑
建
立
を
考
え
た
澄
雄
は
、
石
に
刻
む
文
字
を 

 

野
田
氏
に
依
頼
し
、
自
ら
野
田
邸
を
訪
ね
た
。
碑
文
は
、
そ
の
時
の

頂
い
た
野
田
氏
直
筆
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
詩
の
中
に
登
場
す
る

青
年
は
、
若
き
日
の
澄
雄
で
あ
る
。
ぜ
ひ
現
地
に
足
を
運
び
、
詩
碑

「
家
系
圖
」
を
味
わ
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。 

※
家
系
図
は
、
御
祭
神
若
光
の
末
裔
、
高
麗
家
に
伝
わ
る
系
図
で
あ
る
。
若
光
以
来
の
当
主
事
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

稲
野
辺

い

な

の

べ

神
社 

日
高
市
新
堀
字
原 
鎮
座
・
宮
司 

高
麗
文
康 

《
御
祭
神
・
武
御
名
方
命 

(

た
け
み
な
か
た
の
み
こ
と) 

》 

当
社
は
、
か
つ
て
「
諏
訪
大
明
神
」
と
号
し
、
現
在
の
新
堀
新
田
に
鎮
座
し
て
い
た
が
、

正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）
に
新
田
義
貞
が
鎌
倉
幕
府
攻
撃
の
た
め
に
出
陣
の
途
次
、
社
前
に

休
ん
だ
と
こ
ろ
軍
馬
が
大
い
に
嘶

い
な
な

き
兵
勢
を
盛
ん
に
し
た
こ
と
に
伴
い
「
嘶
明
神
」
又
は 

「
嘶
諏
訪
明
神
」
と
号
す
る
よ
う
に
な
り
、
い
つ
し
か
、
こ
の
「
嘶
き
」
が
訛 な

ま

っ
て
「
稲
野
辺

い

な

の

べ

」

と
な
っ
た
と
、
そ
の
由
緒
が
明
治
四
年
本
社
拝
殿
建
立
棟
札
の
裏
面
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

嘶
ヶ
原
は
五
百
町
に
わ
た
る
広
大
な
地
で
、
馬 ま

草
場

ぐ

さ

ば

と
し
て
周
囲
の
村
々
の
入
会
地

い

り

あ

い

ち

と
さ

れ
て
い
た
が
、
享
保
年
中
に
当
地
の
開
発
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
当
社
の
社
地
は
狭
ま
り
、 

 

ま
た
嘶
ヶ
原
は
村
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
当
社
は
氏
子
か
ら
粗
末
に
扱
わ
れ
、
そ

の
由
緒
も
忘
れ
ら
れ
が
ち
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
当
時
の
別
当
を
務
め
て
い
た
建
光
寺
の
法
印

常
相
が
こ
う
し
た
現
状
を
愁 う

れ

い
て
、
こ
れ
に
代
わ
る
社
地
を
強
く
望
ん
だ
が
実
現
せ
ず
、
そ

の
後
数
十
年
の
歳
月
を
経
て
宝
暦
一
一
年
法
印
尊
印
の
時
、
檀
徒
及
び
村
民
の
努
力
に
よ
り

現
在
の
社
地
に
遷
座
さ
れ
た
。 

熊
野

く

ま

の

神
社 

日
高
市
新
堀

に

い

ほ

り

字
宮
の
前 

鎮
座
・
宮
司 

高
麗
文
康 

《
御
祭
神
・
伊
邪
那

い

ざ

な

美 み

の

命
み
こ
と

・
速 は

や

玉
男

た

ま

お

の

命
み
こ
と

・
事 こ

と

解
男

さ

か

お

の

命
み
こ
と

の
熊
野
三
神
》 

往
古
、
紀
州
の
熊
野
か
ら
こ
の
地
へ
来
て
村
を
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
新
堀
某
に
ち
な

ん
で
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
新
堀
は
、
高
麗
川
に
沿
う
農
業
地
帯
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。

当
社
は
、
新
堀
の
中
で
も
最
も
早
く
開
か
れ
た
と
さ
れ
る
本
新
堀
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
高
麗
川

を
背
に
し
て
鎮
座
し
て
い
る
。
本
殿
は
三
間
社
流
造
り
で
あ
る
。 

 

本
新
堀
に
は
新
堀
を
姓
と
す
る
家
が
多
い
が
、
中
で
も
「
オ
キ
丿
イ
エ
」
の
屋
号
を
持
つ

新
堀
家
は
、
村
を
開
い
た
新
堀
某
の
直
系
の
子
孫
で
、
近
辺
の
新
堀
姓
の
家
の
総
本
家
と
い

わ
れ
、
当
社
は
こ
の
「
オ
キ
ノ
イ
エ
」
の
氏
神
と
し
て
創
建
さ
れ
た
社
で
あ
る
と
口
碑
に
あ

る
。
明
治
期
に
は
、
参
道
を
使
っ
て
、
流
鏑
馬
も
行
わ
れ
て
い
た
。
現
在
よ
り
も
広
く
、 

 

長
か
っ
た
参
道
を
馬
で
駆
け
抜
け
、
的
を
射
る
様
は
子
供
心
に
も
実
に
勇
壮
に
映
っ
た
と

古
老
は
伝
え
て
い
る
。 

 

『
風
土
記
稿
』
に
は
、
当
社
は
観
音
寺
持
ち
の
「
熊
野
三
神
権
現
社
」
の
名
で
記
載
さ
れ

て
い
る
。
別
当
の
観
音
寺
は
真
言
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
旧
観
音
寺
の
堂
宇
は
薬
師
堂
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

祭 

事
（
平
成
二
十
九
年
現
在
） 

一
月
一
日 

元
旦
祭 

二
月 

北
向
稲
荷
神
社 

例
祭 

五
月 

若
光
祭 

（
三
社
合
同
子
ど
も
神
輿 

高
麗
神
社
に
て
） 

八
月 

天
王
様 

十
月
十
八
日 

例
祭 

ち
い
き
歴
史
散
歩 

祭 

事
（
平
成
二
十
九
年
現
在
） 

一
月
一
日 

元
旦
祭 

五
月 

若
光
祭 

（
三
社
合
同
子
ど
も
神
輿 

高
麗
神
社
に
て
） 

十
月
十
八
日 

例
祭 

由
緒
出
典
・「
埼
玉
の
神
社
」 

平
成
十
年 

発
行 

埼
玉
県
神
社
庁 



 

⑤ ⑥ 

高
麗
神
社
を
訪
れ
た
人
々
～
皇
族
編
～ 

宮
司 

高 

麗 

文 

康 

 

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
日
午
前
十
一
時
五
十
五
分
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
料
車
が 

当
社
に
御
着
き
に
な
っ
た
。
お
よ
そ
三
時
間
の
御
滞
在
と
は
言
え
、
内
容
は
分
刻
み
で
気
を

抜
け
な
い
。
小
職
は
極
度
の
緊
張
の
為
、
一
つ
の
役
目
が
終
わ
り
御
前
を
退
き
、
そ
の
時
の

様
子
を
振
り
返
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
な
か
っ
た
。
す
べ
て
が
終
わ
り
冷
静
に
な
っ

て
か
ら
朧
げ
な
記
憶
を
辿
り
、
よ
う
や
く
「
今
日
あ
っ
た
こ
と
」
を
認
識
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
も
両
陛
下
の
穏
和
な
御
様
子
は
深
く
心
に
刻
ま
れ
た
。
天
皇
陛
下
は
参
道

の
両
脇
に
立
つ
献
木
標
柱
を
一
つ
一
つ
確
認
す
る
よ
う
に
お
読
み
に
な
り
、
皇
后
陛
下
も

応
じ
る
よ
う
に
皇
族
方
の
標
柱
を
お
読
み
に
な
ら
れ
た
。「
高
円
宮
様
、
三
笠
宮
様
、
李
王

様
」
そ
の
御
声
を
漏
れ
伺
い
な
が
ら
、
小
職
は
天
皇
陛
下
が
李
王
垠
殿
下
同
妃
方
子
女
王 

殿
下
の
御
献
木
に
御
関
心
を
示
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
「
昭
和
十
七
年
に
御
参
拝
で
ご
ざ
い

ま
す
」
と
御
説
明
を
申
し
上
げ
た
。 

 

昭
和
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日
李
王
垠
殿
下
同
妃
方
子
女
王
殿
下
世
子
玖
殿
下
は
当
社

を
御
参
拝
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
垠
殿
下
は
、
大
韓
帝
国
王
純
宗
の
弟
で
、
日
韓
併
合
後
、
日
本

の
王
公
族
と
し
て
興
さ
れ
た
李
王
家
の
二
代
目
の
当
主
で
あ
っ
た
。
妃
殿
下
は
皇
族
梨
本

宮
家
の
長
女
と
し
て
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。
昭
和
天
皇
の
御
妃
香
淳
皇
太
后
陛
下
は
い
と

こ
に
当
た
る
。
両
殿
下
に
は
二
人
の
御
子
が
あ
っ
た
。
長
男
晋
殿
下
は
大
正
十
年
に
御
生
ま

れ
に
な
っ
た
。
大
正
十
一
年
十
一
月
晋
殿
下
を
連
れ
朝
鮮
の
地
へ
里
帰
り
を
さ
れ
た
が
、 

東
京
へ
戻
る
前
夜
晋
殿
下
は
急
逝
し
朝
鮮
の
地
に
葬
ら
れ
た
。
次
男
玖
殿
下
が
学
習
院 

大
学
初
等
科
に
在
籍
の
昭
和
十
六
年
、
武
蔵
野
鉄
道
の
渉
外
活
動
が
実
り
、
学
習
院
大
学 

初
等
科
生
徒
の
高
麗
村
（
当
時
）
へ
の
遠
足
が
実
現
し
た
。
翌
年
の
李
王
家
御
来
社
へ
の 

影
響
は
不
明
だ
が
、
時
間
軸
で
示
す
と
こ
の
よ
う
に
な
る
。 

李
王
家
御
参
拝
時
の
様
子
を
、
か
つ
て
先
代
宮
司
高
麗
澄
雄
は
次
の
様
に
語
っ
た
。「
両
殿

下
が
お
見
え
に
な
る
と
聞
き
、
お
待
ち
し
て
い
た
が
御
車
か
ら
玖
殿
下
が
ひ
ょ
い
と
出
て
こ
ら

れ
て
、
慌
て
て
（
お
茶
を
載
せ
る
）
高
坏
を
調
達
に
走
っ
た
ん
だ
」
こ
の
時
は
万
事
恙
な
く 

 

御
参
拝
を
終
え
て
帰
途
に
お
着
き
に
な
っ
た
。
す
る
と
妃
殿
下
は
玖
殿
下
を
伴
い
、
翌
年
再
び

御
参
拝
に
な
さ
っ
た
。
澄
雄
は
後
に
「
こ
の
時
妃
殿
下
は
長
男
晋
殿
下
の
供
養
の
た
め
、
土
地

を
お
探
し
で
あ
っ
た
」
と
知
っ
た
。
妃
殿
下
の
悲
願
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
東
京
の
多
摩
墓
地

に
建
立
さ
れ
た
供
養
地
蔵
で
果
た
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
高
麗
村
に
親
し
み
、
望
み
を
抱
い
た 

貴
人
が
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。 

 

李
王
殿
下
同
妃
殿
下
の
御
献
木
の
杉
を
わ
ず
か
に
見
上
げ
な
が
ら
、
天
皇
陛
下
は
「
高
麗
だ

か
ら
来
た
ん
だ
ろ
う
ね
」
と
つ
ぶ
や
か
れ
た
。 

李
王
垠
殿
下 

李
王
妃
方
子
女
王
殿
下 

御
献
木
の
杉 

高円宮妃久子殿下 平成 28 年 4 月 23 日 

三笠宮崇仁親王殿下 昭和 37 年 3 月 25 日 昌徳宮李王妃方子女王殿下 昌徳宮李王垠殿下 昌徳宮李王世子玖殿下 

昭和 17 年 11 月 21 日 

浩宮徳仁親王殿下 昭和 51 年 10 月 2 日 記念樹 梓 

光 

栄 

録 
 

高
麗
氏
系
図 

御
覧 

一
、 

明
治
十
六
年
四
月 

飯
能
町
行
在
所
に
お
い
て
天
覧
に
供
す
。 

一
、 

大
正
元
年
十
一
月 

川
越
町
大
本
営
に
お
い
て
天
覧
に
供
す
。 

御
参
拝 

一
、 

山
階
宮
藤
麿
王
殿
下 

 

大
正
九
年
十
一
月
二
十
四
日 

一
、 

伏
見
宮
光
子
女
王
殿
下 

昭
和
十
四
年
四
月
二
十
四
日 

一
、 

久
邇
宮
邦
昭
王
殿
下 

 

同
年
十
月
二
十
七
日 

一
、 

東
久
邇
宮
俊
彦
王
殿
下 

 

右
同
日 

一
、 

賀
陽
宮
文
憲
王
殿
下 

 

昭
和
十
七
年
十
一
月
五
日 

一
、 

昌
徳
宮
李
王
世
子
玖
殿
下 

右
同
日 

一
、 

伏
見
宮
博
明
王
殿
下 

 
 

右
同
日 

一
、 

李
沖
様 

 
 

 
 

 
 

 

右
同
日 

一
、 

昌
徳
宮
李
王
垠
殿
下 

 

同
年
十
一
月
二
十
一
日 

一
、 

昌
徳
宮
李
王
妃
方
子
女
王
殿
下 

右
同
日 

一
、 

昌
徳
宮
李
王
世
子
玖
殿
下 

 
 

右
同
日 

一
、 

昌
徳
宮
李
王
妃
方
子
女
王
殿
下 

昭
和
十
八
年
十
二
月
五
日 

一
、 

昌
徳
宮
李
王
世
子
玖
殿
下 

 
 

右
同
日 

一
、 

皇
太
后
陛
下 

 
 

 
 

昭
和
二
十
三
年
六
月
三
日 

御
遥
拝 

一
、 

三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下 

昭
和
三
十
七
年
三
月
二
十
五
日 

一
、 

浩
宮
徳
仁
親
王
殿
下 

 

昭
和
五
十
一
年
十
月
二
日 

一
、 

高
円
宮
妃
久
子
殿
下 

 

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
三
日 

一
、 

天
皇
陛
下 

 

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
日 

一
、 

皇
后
陛
下 

 

右
同
日 

御献木 桃 

御珠木 杉 



 

初宮詣 
赤ちゃんが初めて神社にお参りするのが初宮詣。

誕生後、３０日から１００日前後にお参りし、健やか

な成長と幸せを祈ります。 

七五三詣 
子どもの成長に感謝し、これからの無事を祈って神

様にお参りします。３歳は「髪置」と呼ぶ男女共のお

祝い、５歳は男子の「袴着」、七歳は女子の「帯解」の

お祝いとなります。 

入学・卒業奉告 
学校生活の始まりと終了を神様に奉告し、新たに迎

える環境で充実した生活を送れるよう祈りましょう。 

成人奉告 
社会的に大人として認められる成人の年には、無事

成長したことを感謝し、更に責任ある行動を神様に

誓いましょう。 

結婚式 
神様のはからいにより、一つの縁が結ばれた事に

感謝し、お互いに尊敬し力を合わせて歩んで行く

ことを神様に誓います。 

厄除け 
人生の大きな転機を迎える年回りが厄年です。神

様のご加護をいただき無事に一年を過ごせるよう

祈りましょう。 

還暦 福寿詣 
日本には長寿の祝いがあります。満６０歳は干支

が生まれた年に戻ることから「還暦」と呼ばれま

す。７０古稀・７７喜寿・８０傘寿・８８米寿・９０卒寿・

９９白寿・１００上寿 

命名奉告 
新生児のお名前を神様に奉告し、永年にわたる神

様とのご縁を祈念いたします。 

祈願随時受付 毎日８：３０～１７：００ （１２/３１は、１４：００まで） 

※ご予約の必要はありません。 

初宮詣・七五三・ランドセルのお祓い（３月下旬） 

人生儀礼各種・商売繁昌・厄除け・方位除け・車お祓い 

高麗神社々務所 ☎ ０４２－９８９－１４０３ 

編
集
後
記 

担
当 

・ 

保
々 

平
成
二
十
八
年
、
二
十
九
年
は
、
重
要
な

節
目
に
あ
た
り
様
々
な
出
来
事
が
あ
っ

た
。
氏
子
会
長
で
あ
っ
た
井
上
辰
雄
さ
ん

に
は
、
例
年
に
も
増
し
て
ご
尽
力
を
賜
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
折
、
昨
年
七
月
井
上
さ

ん
の
訃
報
が
届
い
た
。
突
然
の
事
で
あ
っ

た
。
そ
の
数
ヶ
月
前
、
毒
蝮
三
太
夫
さ
ん

の

T
B

S

ラ
ジ
オ
の
生
放
送
が
神
社
で
行

な
わ
れ
た
。
観
客
集
め
に
力
を
注
い
だ 

井
上
会
長
も
神
社
関
係
者
と
し
て
、
そ
の

場
に
参
加
し
て
い
た
。
放
送
終
了
後
、 

持
ち
前
の
ト
ー
ク
で
観
客
へ
の
フ
ァ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
場
を
沸
か
せ
た
後
、

毒
蝮
さ
ん
は
不
意
に
神
社
関
係
者
へ
そ

の
ト
ー
ク
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
。
私
は

場
の
空
気
に
堪
え
き
れ
ず
、
何
も
言
え
ず

に
退
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
を
引
き
継

い
だ
の
が
、
井
上
会
長
で
あ
っ
た
。
井
上

さ
ん
は
、
尻
込
み
せ
ず
会
場
に
集
っ
た
皆

さ
ん
に
丁
寧
に
御
礼
の
挨
拶
を
述
べ
、

堂
々
と
し
た
姿
で
そ
の
場
を
執
り
収
め

た
。
私
は
そ
の
姿
を
絶
対
に
忘
れ
な
い
。

井
上
辰
雄 

氏
子
会
長
へ
感
謝
を
捧
げ
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。 

TBS ラジオ番組終了後の記念写真 

前列右から２番目が井上辰雄氏子会長 

人生儀礼 案内  

厄
年
の
年
齢
は
、
人
の
一
生
の
中
で
も
、
体
力
的
、
家
庭
環
境
的
、

あ
る
い
は
対
社
会
的
に
そ
れ
ぞ
れ
転
機
を
迎
え
る
時
で
も
あ
り
、 

災
厄
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

本
来
、
厄
年
は
長
寿
を
祝
う
還
暦
（
六
十
一
歳
）
や
古
稀
（
七
十

歳
）
な
ど
の
年
祝
い
と
同
じ
く
、
晴
れ
の
年
齢
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
古
く
は
厄
年
を
迎
え
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
に
お
い
て
一
定

の
地
位
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
祭
礼
を
取
り
仕
切
る
宮
座
（
み
や

ざ
）
へ
の
加
入
や
神
輿
担
ぎ
な
ど
、
神
事
に
多
く
関
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
心
身
を
清
浄
に
保
ち
、
言
動
を
慎
む
物
忌 

 

（
も
の
い
み
）
に
服
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
厄
年
の
「
厄
」

は
、
神
様
に
お
仕
え
す
る
神
役
の
「
役
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
も
、

こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
で
す
。 

現
在
で
は
、
災
難
が
多
く
生
じ
る
面
が
強
調
さ
れ
、
行
動
を
慎
む

感
覚
が
強
く
な
り
ま
し
た
が
、
七
五
三
や
成
人
式
、
年
祝
い
な
ど
と

と
も
に
、
人
生
に
お
け
る
通
過
儀
礼
と
し
て
、
大
切
に
考
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
厄
年
に
当
た
っ
て
は
、
神
様

の
御
加
護
を
賜
り
、
よ
り
良
く
一
年
を
過
ご
せ
る
よ
う
神
社
に
お
参

り
い
た
し
ま
す
。
年
齢
は
「
数
え
年
」
で
か
ぞ
え
ら
れ
、
地
域
に 

 
 

よ
っ
て
多
少
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
男
性
が
二
十
五
・ 

 

四
十
二
・
六
十
一
歳
、
女
性
が
十
九
・
三
十
三
・
三
十
七
歳
な
ど
を 

い
い
、
こ
の
年
齢
の
前
後
を
前
厄
・
後
厄
と
称
し
ま
す
。
中
で
も 

男
性
・
四
十
二
歳
と
女
性
・
三
十
三
歳
を
大
厄
と
し
て
特
に
意
識
す

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
数
え
年
で
は
、
新
年
を
迎
え
る
正
月
に

新
た
に
年
齢
を
一
つ
重
ね
ま
す
の
で
、
こ
の
年
齢
が
変
わ
っ
た
と

き
に
厄
除
け
を
お
こ
な
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
に 

関
係
な
く
誕
生
日
な
ど
良
き
日
柄
を
選
び
、
参
拝
を
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
氏
神
神
社
の
祭
礼
に
あ
わ
せ
て
、
厄
年
の
人
々
が

神
事
を
奉
仕
し
厄
祓
い
を
す
る
例
も
各
地
に
あ
り
ま
す
。 

古
来
よ
り
伝
わ
る
先
人
の
教
え
と
し
て
厄
年
を
真
摯
（
し
ん
し
）

に
受
け
と
め
、
神
様
の
御
加
護
の
も
と
成
長
の
階
段
を
着
実
に 

上
が
り
、
実
り
あ
る
節
目
の
年
に
し
ま
し
ょ
う
。 

＊
厄
祓
い
に
つ
い
て
＊ 

 

神
社
本
庁
教
学
研
究
所
監
修 

書
籍
「
神
社
の
い
ろ
は
」 

を
参
考
に
し
て
解
説
し
て
い
ま
す

。 

⑦ ⑧ 


